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   Primary benign  mesenchymal tumors of the bladder are rarely reported. Osteoma of 
the bladder is especially uncommon. 
   A case reported here is a 61-year-old female on whom partial cystectomy was performed 
under a clinical diagnosis of carcinoma of the bladder associated with calculus. Postopera-
tively, pathohistological study revealed osteoma arising from the bladder which is an ex-
tremely rare entity never reported in Japan.
緒 言
膀胱 原発性の良性間葉性腫瘍は比較 的稀有 と
は されてい るが,現 在迄に可成 りの報告を散見
してい る.Campbe11&Gislasonv(1953)
は文献 中 より193例の良性 間葉性腫瘍 を集録 し
てい るが,そ の大部 は筋腫 次いで血管 腫が 占め
てお り,そ の中膀胱骨腫 を見 ると僅 かに1例 を
挙げ ているに過 ぎない.吾 々は最近臨床 的に結
石 を伴つ た膀胱癌 と考 え られ た61才の家婦 の膀
胱に,部 分的 切除術 を施 し,該 腫瘍 を精 査 した
処,膀 胱骨腫 と思はれ る極 めて稀有 な1例 を得




主訴:排 尿痛,肉 眼的血尿,下 腹部膨満感.
既往歴:生 来健康で著患を識らず
家族雁:伯 父がII7癌で死亡,実 父63才腹膜 炎 で 死
亡,兄63才健康,夫64才健康,子 供1人健,
現病歴:昭和35年3月中旬,丁可等誘因なく排尿終末






入院時所見=体格小,栄 養可良,体 重 巫kg,眼瞼
結膜貧血性,黄 疽は認めない.瞳 孔正円形左右同大,
咽頭粘膜に異常な く,皮膚は軽度乾燥しているが,異
常発疹は認めない.頸 部,肘 部,腋窩,鼠 瞑部,腸骨
部 リンパ腺触知せず,脈 搏整,緊 張良好,体 温37.0℃
呼吸正常,心 界心音正常,肺 肝境界第V肋 骨下縁,胸
部薯変を認めない.腹 部は軽度陥凹軟9視診,触 診上
異常なし.
泌尿性器所見=右 腎1横 指触れ,呼 吸可動性,圧痛
を認めない.左 腎は触知しない 両側尿管走行部著変
な く,膀胱部軽度圧痛あ り,腫瘍は触れない.外陰部
軽度萎縮性,内 性器,子 宮附属器には異常 を 認 めな
い.














尿所見.軽 度 血性,洞 濁(H),pH6.2,蛋白
(+),円柱(一),糖(一),赤 血球(粋),多 核
























手術所見:塩 酸テ トカイソ20mgの 腰椎麻酔の下







































































骨纏胞の認められ ることから骨腫 と云 うこ とが 墨 来
る.
病i理縫織学鶴診簸;縫 石形成を伴 う勝胱 漂 発性 骨
腫.
彼後経過:衛 後経過は極めて良婦で,徳 後10ヨで創
面は1次的治癒を見,術 後14日囲留置カテ ーテ ル抜
玄,衛 後22§§の勝既鏡撰見で嫁後壁に籔痕形戒をみ




膀胱 の良性間葉性腫瘍は比較 的少 く,Kutz-
mannil》(ig37)によれば,膀 胱腫瘍3,435例の
集録中漫平筋腫が僅か17例を数 える程度 で,悪
性腫瘍 としての膀胱 肉腫 よりは,は るかに僅少
である.こ れ らの良性間葉性腫瘍 につ いてみる
と,Kol玉s}(ig22)の38例では,筋 腫24例・線
維性筋腫又は筋線維腫10例,粘 液線維腫1例,
純粋 な線維腫3例 で あり,Deming7,(1924)の
66例を基盤 としたRathbuns)(1937)の10才
迄の・1・児膀胱腫瘍75例の 中,良 性腫瘍 は28例
(筋腫4劔,線 維 腫S鰐,神 経 線維腫 王錫,粘
液腫16例,血 管腫2例)で あ り,又Ganem9)
(1955)の小児良性膀胱腫瘍30例では,撫 管腫
9例,ポ リープ5例,神 経線維腫4例,線 維 腫
3{砥 線維筋 腫3風 線維 粘液腫2擁,線 維乳
頭腫,粘 液腫,筋 腫,皮 様嚢腫各1例 であ る,
以上 の夫 々の文献的集録 ではそれ等の腫 瘍の中
で筋成分 の有無が さしあた り問題 とはなつてい





















































造 に乏 し く,且 骨 形成 が全 く境界 明瞭であ るこ
とは線 維腫 ではな く,従 つ て硬 性線維腫 の石灰
化 とも趣 を異 にす る と云 うことが 出来 る.更 に
Randall等23)(1957)はAlkalineIncrust_
edCystitisの症例 を報告 しているが ,本 症例
の偏光顕微鏡所 見はIncrustationとは全 く異
った所 見 を得 てお り,又 更 にはCorbitt24)等
(1944)は膀胱 のAmyloidosisの症例 を報告
してい るが,本 例の組織化 学的所 見はAmyl-
oidosisとは考 え られな い所見 であ る.
以上 の事 か ら本症 例は本邦 に も例 を見 ない膀
胱 骨腫 の稀 有な1例 と考え る.
結 論
61才女子に発生した膀胱骨腫の1例 を 報 告
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